
【基本方針】
　少子・超高齢社会の中で、地域課題はより複雑化・多様化し、制度的な支援だけでは対応が難しいケース
が増えており、孤立や問題の深刻化を防ぐためにも、支援を必要とする人を住民同士で見守り支えあう地域
づくりや、気軽に集うことができる身近な居場所が必要となっています。
　また、地域活動の中心となるボランティアの高齢化や担い手が不足しており、活動に関わることができる
潜在的な人材が円滑に参画できる仕組みづくりや、ボランティアの活性化を図るために、コーディネート機
能を持ったボランティアセンターの役割が重要となり、より一層の機能向上に取り組んでまいります。
　さらに、地域の居場所として見守り機能を持つ「ふれあい・いきいきサロン」の新規立ち上げや、地域の
つながりを目的とした子ども食堂等の新たな活動の支援を行うとともに、生活支援サービスボランティアな
どの住民主体の団体や、福祉施設・行政等の専門機関とのネットワークづくりに努めてまいります。
　本年度が最終年度となる「大野町地域福祉活動計画」に掲げる『「助けあい」「支えあい」で育む 笑顔が
あふれる おおの』を基本理念に、住民一人一人が地域の一員であることを意識し、住民同士で見守り支え
あえる地域づくりの推進、また、これまでに構築した既存のネットワークを活用しながら、潜在化するニー
ズの把握や相談に対応する仕組みづくり、さらには新たな担い手の発掘等に取り組んでまいります。

【スローガン】　「みんなのあったかまちづくり」

社協だより
みんなの あ っ た か まちづくり

☎34-2130　HP http://www.ip.mirai.ne.jp/~ono-shakyo大野町社会福祉協議会

【活動内容】
 法人本部 
１　法人運営事業

（財源：会費/寄付金/町補助金/町受託金）
（１）運営体制の強化
（２）財政基盤の強化
（３）社会福祉功績者表彰式
（４）福祉用具貸与
（５）福祉団体等への活動支援
（６）広報活動の充実
（７） 地域福祉活動計画に基づく 

福祉事業の推進
（８）法人後見事業
２　ボランティアセンター事業

（財源：会費）
（１）広報活動による啓発
（２）ボランティア支援
（３） 災害ボランティアセンターの

体制整備
（４） ボランティア連絡協議会との

連携

（５） 共同募金街頭募金運動への協力
（６） ボランティア活動保険加入促進
３　生活福祉資金貸付事業

（財源：県社協受託金）

４　心配ごと相談事業
（財源：会費 / 町補助金）

（１）心配ごと相談事業
（２）よろず相談事業
５　�福祉サービス利用援助事業

（財源：県社協受託金）
（日常生活自立支援事業）

６　生活困窮者自立相談支援事業
（財源：県社協受託金）

（１）フードバンク事業（新規）
７　福祉推進事業

（財源：会費 / 町補助金）

（１）福祉委員活動の支援
（２）小地域支え合い活動推進事業
（３）カフェ活動支援事業
（４） 集いの場における介護予防推

進事業

（５）福祉教育の推進
（６）生活支援体制整備事業
（７） 生活支援サービス活動団体 

支援事業
８　共同募金配分金事業

（財源：共同募金配分金 / 会費）

（１）一般募金配分金事業
　①福祉のふれあい広場
　②ふれあい食事サービス
　③バースデイ記念品プレゼント
　④社協だより
　⑤安心カード普及継続支援事業
　⑥ 地域の居場所づくり活動継続・

支援事業
　⑦ 安心・安全のまちづくり活動 

支援事業
（２） 歳末たすけあい募金配分金事業
　①在宅援護事業
　②高齢者交流事業
　③障がい者交流事業
　④貸出用具整備事業

地域福祉活動
計画重点目標

１　だれもが身近な地域の問題に関心を持ち「地域力」を高めるまちづくりの推進
２　だれもが暮らしの問題を気軽に相談できる体制の構築
３　だれもが安全・安心に暮らせる環境づくり

令和５年度 事業計画

社会福祉協議会だより
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「社協だより」は、皆様からの会費と共同募金配分金等により作成されています。

令和５年度 社会福祉協議会予算 高齢者支援 
１　訪問介護事業

（財源：介護報酬 / 利用者負担金）

（１）訪問介護事業
（２）障害福祉サービス事業
　①居宅介護・重度訪問介護サービス
　②移動支援サービス
２　居宅介護支援事業

（財源：介護報酬 / 町受託金）

 障がい者支援 
１　就労継続支援事業

（財源： 訓練等給付費 / 受託代金 / 自主
製品販売代金）

（１）就労継続支援本部事業
（２）受託事業
（３）自主製品販売事業
２　一般相談支援事業

（財源：町受託金）
３　特定相談支援事業

（財源：計画相談自立支援給付費）
４　障害児相談支援事業

（財源：障害児相談支援給付費）

 子育て支援 
１　こども園事業

（財源： 施設型給付費 / 利用者負担金 /
補助金）

（１）東さくらこども園事業
（２）子育て支援センター事業

 その他の事業 
（１）日本赤十字社事業
（２）災害義援金募集事業
（３）大野町遺族会事務

勘定科目 当初予算額

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収入

会費収入 ３,８３６
寄付金収入 ５９３
経常経費補助金収入 ２３,６７３
受託金収入 ３,６３４
事業収入 ２６１
負担金収入 ６,８９６
介護保険事業収入 ３１,３２０
保育事業収入 １２７,５０２
就労支援事業収入 ２,９０３
障害福祉サービス等事業収入 ４３,５６３
受取利息配当金収入 １２７
その他の収入 ２,１４４

事業活動収入計（１） ２４６,４５２

支出

人件費支出 ２１０,５０５
事業費支出 １９,５６３
事務費支出 ２２,６４８
就労支援事業支出 ２,９０３
助成金支出 ３,０２６
その他の支出 ２,０９０

事業活動支出計（２） ２６０,７３５
事業活動資金収支差額（３）=（１）－（２） -１４,２８３

施
設
整
備
等

に
よ
る
収
支

収入 施設整備等収入計（４） ０

支出 固定資産取得支出 ５,０５０
施設整備等支出計（５） ５,０５０

施設整備等資金収支差額（６）=（４）－（５） -５,０５０

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収入

積立資産取崩収入 ２０,０３４
拠点区分間繰入金収入 ７,３９８
その他の活動による収入 ３,００１

その他の活動収入計（７） ３０,４３３

支出

積立資産支出 １,９５１
拠点区分間繰入金支出 ７,３９８
その他の活動による支出 ７,８７２

その他の活動支出計（８） １７,２２１
その他の活動資金収支差額（９）=（７）－（８） １３,２１２

予備費支出（１０） ２,７００
当期資金収支差額合計（１１）=（３）＋（６）＋（９）－（１０） -８,８２１

前期末支払資金残高（１２） ２６,６００
当期末支払資金残高（１１）＋（１２） １７,７７９

（単位：千円）

社会福祉協議会　会費納入のお願い
　本会では、住民の皆様からご協力いただきます会費を財源に、住民参加による地域福祉活動、ボランティア活動、
福祉教育への助成などを行っております。
　今後も大野町の福祉をより推進していくため、地域の皆様のより一層のご理解とご協力をお願い致します。

【会員別会費】
　■一般（世帯）　　１口 ５００円
　■特別（個人）　　１口 ２, ０００円
　■賛助（法人）　　１口 ５, ０００円

　一般会員の募集と会費納入を、各
地区の区長様を通じてお願いしてお
ります。
　賛助会員については、各法人様宛
にご依頼させていただきます。
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日本赤十字社会員募集と会費納入のお願い

音訳の会「そよかぜ」録音図書を町に寄贈

　日本赤十字社では、毎年５月は全国一斉に赤十字会員増強運動を展開し、国内外における災害救
援救護活動、医療事業、血液事業、社会福祉事業等の赤十字事業を推進しています。
　本年も、各地区の区長様を通じて、会員募集と活動資金（社資）へのご協力をお願いしております。
皆様のご協力をよろしくお願い致します。

　音訳ボランティア「音訳の会そよかぜ」（会員１９
人）は、平成１５年１２月に発足し、広報紙の音訳
版の作成などの活動を行ってきました。目の不自由
な人や高齢者の人にも、大野町にゆかりのある話を
音声で伝えたいと、令和３年度から「大野のむかし
話 大野ぎつね」や「所郁太郎」、「大野町の民話と伝
承百話」の図書の録音版作成に取り組んでいます。
　完成した録音図書は、町教育委員会に寄贈され、
令和５年３月１３日に教育長室にて贈呈式が行われ
ました。
 問合せ先  社会福祉協議会　☎ ３４－２１３０

【赤十字会員増強運動月間】　自�５月１日�～�至�５月３１日

令和４年度　共同募金報告
　昨年１０月から１２月までの募金運動で皆様にご協力いただきました募金額をご報告させていた
だきます。心より御礼申し上げます。ありがとうございました。

赤い羽根共同募金　２,７０１,８６６ 円

歳末たすけあい募金　１,１８１,１６０ 円
歳末たすけあい配分金事業 （単位：円）
お見舞金品贈呈事業 ３９８,６５１
高齢者交流事業（新春お弁当配達） ３９７,１９０
障がい者交流事業 １９,０５１
貸出機器整備事業 １３８,６４４

　お寄せいただいた赤い羽根共同募金は、令和５年
度地域福祉活動事業に活用させていただきます。
　歳末たすけあい募金については令和４年度、歳末
たすけあい配分金事業として、右表の
とおり、活用させていただきました。

▲教育長（左）と音訳の会そよかぜの代表と会員

問合せ先  日本赤十字社岐阜県支部 大野町分区（社会福祉協議会内）　☎ ３４－２１３０

問合せ先  社会福祉協議会　☎ ３４－２１３０
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「社協だより」は、皆様からの会費と共同募金配分金等により作成されています。

善意のご寄付をいただきました

大野小学校児童会からアルミ缶回収 収益金の寄付をいただきました

「まちｃａｆｅ」にてイベントを開催しました

　大野小学校 児童会では、週に１日「アルミ缶回収日」に、全校児
童が登校時にアルミ缶を持ち寄り、集まったアルミ缶を福祉委員が
中心となり分別し、大袋にまとめてリサイクルする活動に取り組ん
でいます。
　この活動で得た収益金３２, ０９０円を令和５年３月９日、福祉
委員前期・後期代表児童（当時６年生）よりご寄付いただきました。
この寄付金は、本会が行う社会福祉事業に活用させていただきます。

　令和５年３月１６日、平和堂にて開催している「ま
ちｃａｆｅ」にて、運動指導員 篠田 薫 先生をお招き
し、体操教室を実施しました。終始、和やかな雰囲気で、
参加された皆さんが一緒になり、指先の運動や全身の
ストレッチ等、椅子に座ってできる“ゆったりとした
体操”を実践しました。

「まちｃａｆｅ」の開催をお手伝いしてくださるボランティアさん大募集！
気軽にお問い合わせください。 問合せ先  社会福祉協議会　☎ ３４－２１３０

▲福祉委員代表児童より収益金の贈呈

　令和５年１月１６日～令和５年３月３１日までに次のとおりご寄付を
いただきました。
　寄付金等は本会が行う社会福祉事業に活用させていただきます。
　○一般社団法人一生涯サポート・ばらの会 様…飲料、菓子他
　〇北川百合子 様…手作り肩たたき棒
　〇匿名…菓子、飲料
　〇匿名…お米一升
　〇株式会社 日東（大野町上秋）…ハンドジェル１, ２００本

【フードバンク事業にご協力をお願いします】
　十分安全に食べられるのに、賞味期限の短いものや流通できない食料品を寄贈いただき、生活
に困っている人や地域の子ども食堂等に提供させていただきます。
　この事業や子ども食堂に興味のある人、利用されたい人は、社会福祉協議会までご連絡くださ
い。開催日時や運営者の連絡先をお知らせいたします。

問合せ先  社会福祉協議会　☎ ３４－２１３０

　老若男女問わず、地域の皆さんが、ちょっと一息気軽に集える場所として、平和堂にて「まちｃａｆｅ」
を木曜日に開催しています。皆さんのお越しをお待ちしています。

【「まちｃａｆｅ」５月開催スケジュール】
　〔日付〕１１日、１８日、２５日　　　〔時間〕午前１０時～午後３時　　　〔参加費〕１００円
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